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1 はじめに                  が特徴であり,自給飼料の生産を図る必要がある

食生活の高度化により,畜産物,果物などの消  (図 -1)。

費が増える状況から,今後の米の食用としての需   飼料稲 (WCS)振興の施策は,こ うした背景か

要拡大はなかなか難しいと思われる。そこで,米  ら出されたものである (表 -1)。 飼料稲は,潜在

の計画的生産と麦・大豆 飼料作物の増産が重要  的な需要から見て,期待できる作目である。そこ

である。                    で,施策としての,WCS稲への助成強化,作付け・

畜産物の最近の需給動向を見ると,特 に輸入穀  普及を進めるための飼料稲に関する研究を効率的

物飼料による生産を除いた自給率は極めて低いの  に進める必要がある。

昭和40年

総熱量 2,459tal

平成 9年  総熱量 2,619kc」

品目別熱量

大豆

小麦

畜産物

米

品目別熱量

55kcal

292kcal

157kcal

l,090kcJ
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図-1 畜産物,大豆,小麦の需給の変遷

注)食糧庁資料による。畜産物の ( )内が輸入穀物飼料による生産を除いた自給率。

表-1 東北の稲発酵粗飼料 (WCS)の 作付け状  2 食の安全保障の点からの自給率向上と飼料稲

況 (ha)

今後の日本では食の安全保障の観点からの自給
年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度(見込み)

率向上が重要であり,飼料稲の生産はその 1つ の

合計  308   3718    5481     核となる必要がある。

注)東 Jヒ農政局調べ (平成И年3月 31日 現在)       その理由は,食料自給率と飼料自給率 (TDN
ベース)の状況をみると,食料自給率は概ね40%
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であるが,粗飼料自給率は77%,飼料穀物自給率

はH%と 極めて低い。特に,後者はエネルギー的

に見て,そ の生産向上には相当の努力が求められ

る。

また,飼料穀物,わ ら,粗飼料,肉骨粉等の輸

入による口蹄疫やBSE問題など食の安全性にお

ける危険性の増大に見られるように,自 給飼料生

産の重要性がうかがわれる (表 -2)。

一方,東北の中で作付けのない水田は約15%あ

表-2 大家畜経営における飼料自給率の推移

区 分  昭和45年  55年 平成 2年 12年
493 46.7

繁殖経営 818
肉専肥育 279
乳雄肥育  ―

表-3 東北における減反割り当て水田の利用実
態面積 (千 ha)

る (表 -3)。 また,作付け面積の約40%が飼料作

物であるが,食料生産に十分に寄与しているとは

認めがたいと言われる (表 -4)。

このような,飼料自給率の向上の解決には水

田・水稲を利用するのが有利である。なぜなら

ば,①水稲は日本の気象に適する作物で,東北で

は生産力が高い。②飼料稲は連作が容易であり,

定着しやすい。③水田は多面的機能を持ち,特に

地力維持が容易であり,麦・大豆・飼料作物など

との田畑輪換栽培に有利だからである。

3 これまでの研究の成果の現状

1)飼料用品種の育成と利用

ア.水稲の育種では,戦後の食糧増産時代から多

収・耐病・良質品種→良食味・良質品種→超多収

品種→新形質品種→21世紀型品種と育種目標を

変化させて品種育成を行つてきた。これらの品

種の中で,飼料用に利用できる品種は以下の通り

である。

まず,こ れまで育成された多収,耐倒伏,耐い

もち病抵抗性の品種カテJ用できる。これらの品種

には,耐倒伏性,い もち病抵抗性に強く,栽培特

性が良い以前の品種が多い (表 -5)。

イ.次に,最近の超多収や飼料稲を目標に育成さ

れた品種が利用できる。これらの品種は一般的

に,多収,耐倒伏,耐いもち病,直播適性の特性

が改良された品種である。ただし,い もち病抵抗

性については,真性抵抗性をもつ品種が多いの

で,そ の抵抗性を侵す新菌系の発生に注意が必要

である (表 -6)。

2)飼料稲栽培法の開発

飼料稲栽培法の基本は,C嗜力 低コスト栽培

を行う。②資源循環の環境保全型栽培を行う一肥

料と農薬をなるべく省く。③追肥は多くて1回 に

する。④捨て作りではなく,な るべく多収を得た

いとする環境条件を与える。こと等である。

具体的な栽培法では,①直播栽培―直播適性品

種を用いた噴頭回転式による散播直播,表面散播

直播深水管理等,②堆厩肥の施用栽培 (3.6t/10a

で好成績)一 ここでは,直播栽培時の堆厩肥の施

用時期は重要。③減農薬栽培 (種子消毒,除草剤,
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表-4 稲以外の作物作付けの内訳 (東北一千ha)
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表-5 飼料稲として利用できる既存の育成品種 (東北地域 )

極早生,早生 :ハヤニシキ,フ ジミノリ,アキヒカ リ,むつほまれ ほか

中 生 :キ ヨニシキ,コガネヒカ リ ほか

中晩生 :ト ヨニシキ,チ ヨニシキ,ま なむすめ ほか

表-6 飼料稲として利用できる最近の育成品種

熟期/用途   WCS用 向き 多用途兼用向き

早 生    ふ系飼206号

中 生                    ふくひびき

中晩生    奥羽飼380号 ,384号

晩 生    ホシアオバ (中 国146号 ),     オオチカラ

クサユタカ (北陸168号 )

病虫害防除各 1回 ), ④ロールベールラップサイ  1又量を可能とした。これは,全乾物重では約 1,400

レージ体系による収穫・調製技術がある。     kg/10aと 推定される (表 -8)。

具体的な成果について,そ のいくつかを紹介す  ウ.噴頭回転式表面散播直播きにおいては,10a

る。                      当たり10時間の労働時間で収量の580 kg/10aを

ア.東北農研では育成品種・系統の適正な施肥管  可能とした。これは,全乾物重では約 1,200 kg/10a

理により,責熟期の乾物重 17t～ 20t,TDN収   と推定される (表 -9)。

量 lt～ 1ltを可能とした (表 -7)。       工.表面散播直播深水管理栽培の例では,岩手県

イ 東北農研では,「ふくひびきJの表面条播直  の現地で,短稗・強得の品種を使い,芽出し籾の

播,無農薬栽培において,700 kg/10a以上の穀物  表面散播直播で,600 kg/10aの 収量を確保してい

表-7 WCS栽培の多収事例 (東北農研成績)

品種     出穂期  稗長  精玄米重  黄熟期乾物重  TDN収量

アキヒカリ    729   85    803     1597     942
ふくひびき    806   86    829     1670    997
奥羽飼380号    8"   77    757     1814    1064
奥羽飼384号    817   80    915     2003    H75
Pヽ1645              827      105         442           1940          1107

注)田植 :5月 14日 中首,栽植密度 :30× 15cm,2本植
施肥量は,N成分kノ 10a当 たりで,基肥 :8,迫肥 :2+3+3である。

大曲水田利用部圃場での3反復試験の結果である。

表-8 無農薬直播栽培における収量 〈1999年 )

ふくひびき  耕種法 :湛水作溝条播

5月 H日    種子予措 :催芽素籾とカルパー粉衣 〈1:1)籾

初期落水,中後期2回落水,間断灌漑

11～ 14N成分kg/10a(基 肥 :5 2kg,追肥 :3～ 4回各2kg)

無農薬 (手押し除草機 6/2,動力除草機 023,ヒエ抜き 7/7)

平均収量 :700kノ10a以上

品 種

播種日

水管理

施肥量

除草剤
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表-9 噴頭回転式表面散播直播における収量

品 種 :ど まんなか等

播種 日 :5月 上旬

播種量 :4～ 5kg/10a

収 量 :580kg/10a,

生産費 :対移植10%減
労働時間 :約 10時間/10a

注)種子はカルバー粉衣籾(2倍量),山形県遊佐町の営農試験地の結果である。

表-10 表面散播深水栽培の例

耕種法 :噴頭回転式表面散播直播

水管理 :播種前作溝,播種後落水

除草剤 :直播専用除草剤の体系処理

品 種 :セイキヮン

播種日 :5月 3日

耕種法 :散播 (背負い動噴)直播栽培

水管理 :初期深水栽培
除草剤 :サンバー ド,ク リンチャーバス       、

収 量 :599kg/10a,    労働時間 :2時間10分/10a

生産費 :35,000～ 50,Ollll円 /10a

υ 岩手県,金 ヶ崎の現地農家圃場の結果である。

る。また,水日からの流動施肥法を用いて,労働

時間,生産費を首1減 している (表 -lo)。

オ.東北農研の飼料用稲に関する研究で,厩肥 36
t/10aの長期連用で,無肥料,無窒素栽培でもlo

～H俵以上の収量を得ている。これは,有機物無

施用でN6+4(基 肥十追肥)を 上回る水準であ

る (図 -2)。 全乾物重では 1,200 kg/10a以 上,ま
た適当な追肥により,1,500 kg/10a程度が得られ

ると推定される。

力.作業技術では,三重県において,湿囲条件で

も収穫 調製が可能なロールベールラップサイ

レージ体系のための自走式ロールベーラーが開発

された◇その他の回場条件では従来の機械の利

用,改良で対応が可能である (図 -3)。

開発された,自走式ロールベーラーでは,稲全

体を裁断してロールにして田面または畦畔に落と

す。能力は,約 2 5ha/1日 程度である。ラッピング

マシーンは,で きたロールを圃場でラッピングす

る機械であり,こ れの能力は約 3ha/1日 以上であ

り,組み合わせ作業が可能である。

3)WCS給与技術の開発

東北農研,埼玉県ほかの牛への飼養試験では,

肉牛では,①牛の嗜好性がよい。②肉質への悪影

響はない。などが明らかにされている。具体的成

果の一例を (表 -11,図 -4)|こ紹介する。

また,乳牛については,関東以西では高泌乳牛

厩肥 3"10a
長期連用区

図-2 堆厩肥の施用栽培 (36t/10aで 好成績)

注)品種 :ふ くひびき,平成5～ 13年 の9カ年の平均
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自走式ロールベーラー
▲
▼

▲ ラッピングマシーン

図-3 ロールベールラッピングマシーン体系による飼料稲 (WCS)の 収穫調製

表-11 試験区における給与内容においてもほぼ確立されており,東北地域の「地

域基幹」研究では,さ らに牛の生涯生産性を考え

た技術の確立を検討中である。

ア 東北農研畜産草地部栄養飼料研の成績

①試験方法 :肉牛の肥育後期に稲のWCsを 1日

当たり7 kg摂取させた (表― H)。

②試験結果の概要 :慣行の稲ワラ区に比べ,穀実

部分の給与で,濃厚飼料の給与量を減らせた。ま

た,繊維成分 (茎葉分を乾物で 1 5 kg)も 多く摂

取できた。増体は稲ワラ区より良かった。これに

より,稲 WCS等の自給飼料を活用した牛肉生産

が可能である (図 -4)。

4)WCS栽培の経営的な可能性 (概算)

低コス トの限界を極めた場合の生産費は,一般

食用-10万 とし,一 Wcsの刈り取り前までを5

万とするのが一般的であろう。

そこで,概略の経営的な試算をしてみる。生産

した飼料の価格から見た採算性は,飼料の生産量

乾草
イネサイレージ

(5～ 8kg)

濃厚飼料

― イネWCS(左)ワラ(右) l  l濃 厚飼料 一 日増体量

図-4 肥育後期に稲発酵粗飼料を給与したとき

の摂取量 と増体量

肥育前期

10～ 18月 齢

肥育後期

19～29,30月 齢
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表-12 WCS生産の経営試算例 (10a当 たりの概算)

例 1:収穫と堆肥還元を畜産農家に託すと,3万では売れない。

*こ の場合,助成の83万が収入-5万が支出で,=33万が (収益)となる。

例 2:収穫と堆肥還元を自分で行い,3万で売れたとする。新しく,収穫調製の賃金
や機械諸費が3万ほど増える。

*こ の場合,3万 +助成の83万が収入,5万 +3万が支出で,=同 じく33万が
(収益)となる。

*給与農家への助成金は,当面は20万 円である。

が 10a当 たり乾物重で 15t,価格が t当 たり2万

円として,粗収益は15t/10a× 2万 =3万/10a
であるから,こ の生産費であれば一応引き合う

が,上記の理由からこれは無理である。

そこで,助成分を考えざるをえないが,緊急対

策では水田高度利用分を除いて,助成として83

万円/1oaが得られる。これを計算に入れると,下

の例のようにほぼ33万円の収益となる(表 -12)。

4 飼料稲の今後の研究課題等

1)東北地域向き飼料稲適性品種の開発

飼料稲適性品種として,直播適性,各種抵抗性

(耐倒伏,耐いもち,耐冷)を もち,消化性が良

くTDN総量が高い,ま た,区別性,多収性等を備

えた,超多収品種,大粒品種,ハ イプリッド品種

などの飼料向き品種を育成する必要がある。

表-13 飼料稲の種類と具体的収量目標

利 用 形 態

*ホールクロップ用
*青メロリイネ
*穀物,ワ ラ
*穀物のみ

特に,多収,耐倒伏,い もち病抵抗性,直播適

性についてはこれまでの育成品種に極力付与され

てきたが,こ れら以外の新しい特性の強化につい

ては,耐冷性,超多収―高TDN収量,機能性,高

栄養 (蛋 白質,ビ タミンを増加,減少)な どが日

標となり,今後の飼料稲品種の育成に期待 した

い。

その際の,収量やその他の形質の具体的目標は

以下の通りであろう (表 -13,14)。

2)飼料稲栽培,収穫・調製技術

高TDN収量,低コス ト栽培生産技術の確立が

必要であり,ま た,湿田での効率的な収穫・調製

技術の確立が求められる。具体的には,①超省力・

低コスト,資源循環型栽培技術,②低農薬栽培技

術,③湿田用収穫,調製機械及び作業技術等を開

発する必要がある。また,①の中の堆厩肥の還元

育 種 目 標

華脇淵I訪救ぶ半
N"%以⊃

同2,000kg/10a

同1,000kノ10a

表-14飼 料稲の種類とその他の望ましい目標

飼料稲の特性 その他の育種の目標

*lVCS用 品種

青刈り品種

(WCSに 類似する)

*飼料用超多収品種

*長稗・穂重型の超多収,極難脱粒性,後期割れ

籾性,無毛性等の特性の付与が望ましい。

*大粒性,色別性などの識別性を備える。

注)多収,強稗,耐いもち病 , 耐冷性以外の特性について記した。
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では,どの程度どの時期に与えるかなどの生産技

術の確立と環境に与える影響の評価が重要であ

る。

3)効率的飼養技術の確立。

肉牛,乳牛について,家畜の飼養目的,月 齢に

よって,wCSな どの好適給与技術を確立する。そ

の結果として,どの程度,どの時期にどういう形

態で与えるか,簡便で使いやすいマニュアルの改

良が必要である。

4)消 化性等の改良と飼料調製法 (TMR等 も含む)

の開発

特に,WCSの消化性向上については,育種的,

物理的 化学的方法が考えられる。また,飼料栄

養面では,畜種,飼養目的,月 齢などに応じた飼

料 lll製技術等を開発する必要がある。

5)その他関連課題

資源 (わ ら・堆厩肥など)の地域内循環利用技

術の開発が重要であり,わ ら,家畜糞尿などの効

率的利用技術を開発するとともに,畜産農家と稲

作農家,コ ントラクター,消費者等との連携を含

めた,わ ら 堆厩肥など資源の地域内循環利用シ

ステムを確立する必要がある。

5 飼料稲栽培の有利点

飼料稲の栽培,利用はバラエテーに富む。青刈

り,ソ フトグレインサイレージ,混合飼料 (TMR),

飼料米,飼料用や敷用わらへと変化できる。これ

を生産する耕種佃1の 稲栽培法も作付け期間など

は,様々
"∫

能であり,さ らに熟期の異なる品種の

利用などにより,作期的にも経営に入りやすい。

また,収穫適期回避についての融通性もでてく

る。f・l料大麦との組み合わせなども可能である。

畜産の側でも様々な経営形態に対応が可能であ

る。また,飼料米は中小家畜にも対応可能であ

る。

ただし,こ れらの生産物全般について流通構造

の確立が必要である。

6 WCSの問題点・課題

現状のWCSの作付け・利用では,大家畜飼養

農家が必須の核となる。WCSを 食べる牛がいな

ければ成り立たないので,耕畜連携の促進が必須

である。また,こ れらを一括請け負う畜産と耕種

をとりもつ組織,コ ントラクタ等の育成が重要で

ある。

また,WCSについては,品質保証は誰が行うか

の問題もあり,流通がしにくい。そういう問題を

解決する流通構造の確立が重要である。これらの

条件整備によつて,WCSの 需要が拡大できると

考えられる。

また,wCSは ,利用が大家畜に限られ,鶏 ,豚

等の中小家畜に給与できない。今後の方向は,多

用途稲栽培への進展である。近未来的には,飼料

稲 (WCS),飼 料米・わら,加工米の生産へと進

む必要がある。水田畜産計画の実現を望みたい。

7 対外競争の要 (かなめ)と なる飼料稲栽培と

その思想

現在,自給率が低 く輸入が多い食料品日には,

麦・大豆等があるが,今後の食料供給の国際化の

進展を考えると,輸入量の少ない米などに至るま

で,日 本の農産物の生産では品質と低コス ト技術

の重要性は前提である。しかし,飼料用稲栽培で

は,主食用より特にコス トを重視すべきである。

また,その技術は,いずれは主食用に応用できる

と考えられる。

現在の日本の牛肉は,輸入穀物を多給して生産

する霜降り肉が珍重されている。しかし,若い消

費者を中心に,確実に赤身肉を選択する層が増加

している。今後は「赤身肉のうまさJを ターゲッ

トにした飼料イネの給与技術開発が求められよ

う。

また,飼料稲による飼料の国内自給の向上を通

して,食の安全保障,水田機能の維持,環境保全

などを考え,消費者意識をさらに高める必要があ

る◇
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